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［資料l
GM輸出会社について
ー1920年代初期の海外自動車販売一一—
井上昭一
紹介に先だって
日本の企業は，シェア拡大第一主義の経営行動にもとづいて，とくに1980
年代に入ってからの集中豪雨的な商品輸出によって受け入れ国との間に深刻
な緊張と貿易摩擦を惹起しているうえに， 1985年9月のG5 （先進5カ国蔵
相・中央銀行総裁会議）での，いわゆる「プラザ合意」（当時1ドル＝240円
台）以来， 2倍 (1988年1月5日現在1ドル＝ 120円台）になった異常な円
高のために国際的に輸出競争力を喪失しつつある。そこで合衆国，韓国や台
湾などのアジアNICs（新興工業国・地域群），さらにはクイ，フィリピン，
マレーシアなどの ASEAN（東南アジア諸国連合）などへと現地生産を前提
とした進出を決定し，資本の直接投資による多国籍企業化を，よりいっそう
推進している。
そのことによって進出先 (hostcountries)の企業や国民との間に，従来
とは異なった緊張や摩擦（ただし，形は変わったものの，本質的には何ら変
わらない）を生じせしめている。さらに日本国内においては，産業の空洞化
＝下請け企業の淘汰・切り捨てや労働者の雇用機会の不足・解麗などの由々
しき事態をひきおこしている。けっして座視できない重大問題であるが，ぃ
ずれ何らかの形で私見を発表する予定をしているので，ここではこれ以上触
れない。がしかし，それにしても日本企業の海外進出＝直接投資による硯地
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生産志向の硯状は，資本の論理をまざまざと見せつけられて，まさに凄まじ
いのー語に尽きる。
さて，代表的・典型的な多国籍企業ジェネラル・モーターズ社（以下， G
Mと略称）は， 1908年の創立当初から，外態的には，独占企業の様相を呈し
ていたが，名実ともに独占資本としての地位を築き，多国籍企業としての実
態を確立したのは， 1920年代に入ってからのことである。
創業者ウィリアム・c.デュラントの放漫経営によって破減の危機に瀕した
GMは，デュポン社による膨大な額の直接投資と全面的な管理休制のテコ入
れのおかげで，本社機構を中心とする経営組織の再編成など，抜本的改革を
断行することができた。その際リーダーシップを発揮したのがアルフレッド
(1) 
. p．スローン・ジュニアであったことは， 余りにも有名であるが， 彼のほ
かにも，例えばピェール・ s.デュボン， ドナルドソン・プラウン，ジョン・
J. ラスコブ，ジョン •L. プラット，ジョン． T. スミス，ジェームス •D.
ムーニーなどの一団の人々が精力的に組織改革に取り組んだことも指摘して
(2) 
おかなければならない。
ムーニーは，いま述べたとおり， GM組織の再建に尽力したのであるが，
GM本社のトップ・マネジメント（経営執行副社長）としての彼の真価は，
今日の多国籍企業GMの萌芽ないし先駆形態をなすGM輸出会社の最高責任
者 (Vice-President,General Motors Corporation, in charge of Export) 
として経営実践にあたっていたことにみられる。
とこるで目下わたくしは， GM経営史を総括する努力のなかで，必要あっ
て管理論的組織論，とくにムーニーの不朽の名著と称賛されている The
Principles of Organization (1947)において展開されている組織理論を追
究している。彼の組織論には注目すべき点が多く，近々，論文にまとめる予
(1)これについては，井上昭ー「GMの研究一ーアメリカ自動車経営史ー」ミネ
ルヴァ書房， 198笈Fを参照。
(2)この点に関しては， ErnestDale, The Great Organizers, 1960ゃAlfred
P. Sloan, Jr., My Years With General Motors, 1963などを参照されたい。
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定でいるが，その高度に抽象化された理論は， GMの経営実践に携わる過程
で得られた豊富な経験が蒸留されてできあがったのではなかろうか，と考え
るにいたった。
そこで，ムーニーがGM輸出会社担当の副社長時代に執筆した論文を検索
し，分析する作業にとりかかった。その1つがここに抄訳・紹介するJames
D. Mooney, Selling the Automobile Overseas; How General Motors' 
Export Business Is Handled, Management and Administration, Vol. 8, 
No. l, July 1924である。
GMの蜆在の水準からすれば1 とうてい比較の対象や参考になりえない箇
所，さらにはにわかに信じ難い論述があるにもかかわらず，発表された時点
(1924年）で，すでに126カ国（ちなみに， 1987年末現在の国連加盟国は160
余力国である）にあらゆるGM製品を輸出していた実績をもち，文字どおり，
多国籍企業として君臨するようになったGMの世界戦略の一端をうかがわせ
るのにじゅうぶんな，貴重な資料である。
昨今のGMは「官僚主義」がはびこり， 「巨人病」に悩まされている。 そ
のために，自動車の販売台数や総売上高では，依然として業界ナンバー・ワ
ンの地位を保ってはいるものの，企業の本来的優良度をはかるメルクマー
ル，例えば純利益額や投資利益率ではフォード社のはるか後塵を拝するよう
になってしまった。
しかしながら， GMが今後，時代の流れに沿って組織のリストラクチャリ
ングを断行すると同時に国内外の経営戦略を再検討し，そして独占資本とし
て利潤法則を貫徹すべく，合理的かつ近代的な経営行動をとるならば，自動
車工業が裾野のきわめて広い総合関連産業という性格を有しているがゆえ
に，たんに自動車業界のみならずまさに地球規模的に経済や社会の動向に大
きな影響を及ぽすであろうことは想像に難くない。
その意味で， 1920年代初期には早くも，世界中に販売のネットワークをは
りめぐらせていたGMの総合力を，一時的な褻りだけで過小評価する愚や危
険は避けなければならないのではなかろうか。ここに紹介するムーニーの論
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文が， GMの将来を占うにあたって何らかの参考になれば幸いである。
はじめに
GM輸出組織の任務は，合衆国とカナダ以外の世界各国にGM工場の種々
の製品を販売することである。販売される製品は， 6大自動車事業部と23の
付属品・部品工場から寄せられてくる。自動車事業部はキャディラック，ビ
ュイック，シポレー，オークランド，オールズモービルならびに GMCトラ
ックで構成されている。部品グループに属する23工場は，デルコやレミーの
点火装置，ハイアットやニュー・デパーチャーのペアリング，クラクソンの
ホーン，ジャクソンのリムなどのよく知られた製品を造っている。
このような多くの異なった工場の全製品を販売することは，たんに販売組
織につきものの通常の問題を含むばかりではなく，国内市場に参入する問題
とは根本的に性格の異なる包装，船積み，組立て，金融などの諸問題を含ん
でいる。
これらの諸工場から送りこまれてくる製品は，輸出事業部を通じて，およ
そ126の国々へ販売される。 30もの製造工場の製品を126の国々へ輸出・販売
することは，合衆国内でほぼ同量の製品を扱うビジネスよりも，はるかに多
くの調査や研究を必要とする複雑な課題である。
海外市場を担当するにあたって用いられている組織や方法を論じる前に，
国内取引を扱ういくつかの条件について述べておこう。
例えば，国内取引の場合であれば，われわれは単:.......国籍の人々 ーー 1つの
言葉を話し，一般的に同じ考え，偏見，習慣，そして事実上同じ法律を持っ
ている一ーを扱うだけでよい。国内市場では1つの通貨制度， 1つの言語，
そして製品輸送のための1つの交通体系があるだけである。われわれは合衆
国中を網羅している雑誌や新聞をもっている。そしてこれら媒体を通して，
海外市場ではアプローチすることができない方法で，大衆の眼前にわが社の
製品を披露することができる。さらに，われわれは，この国のいたるところ
で，とくに自動車交通のために設計された，快適な舗装道路を保有していた
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り，あるいは現在建設中であるという事実のゆえに，国内市場もかなり拡大
してきた。
わが合衆国には，ある州から別の州へ自動車を輸送するに際して，それを
妨害する法律はない。近隣地域との価格に格差をつける輸入税のようなもの
もない。またわれわれは，全国いたるところに短時間内にいかなる車種の車
であれ，修繕できるサービス・ステーションを設置している。すべてこれら
のことは，われわれにとって当然のことであり，通常以外の何物でもない。
その状態は，多分に．合衆国に自動車が導入され，広範に利用されているこ
との所産である。
海外市場における若干の特有な困難
ロシアでは私的に所有される自動車は禁止されている。バミューダではあ
らゆる自動車が禁じられている。しかしながら，その島には1台の自動車が
あるといわれている。法律の定めにしたがってエンジンはとりはずされ，今
では馬によってひかれている。
きわめて多くの国々ではライトの数や位置に関する規制を設けているし，
駆動の型についても制約を課している。これら規制の多くは，標準的なアメ
リカ車のモデルの変更を余儀なくしている。
様々な輸入税が価格の格差をもたらしている。そして時には，一定の自動
車部品の輸入を禁じたり，あるいは制限したりする条例を設けている国があ
る。それゆえにわれわれは，同国で製品を販売することができる前に，いく
つかの自動車部品を合衆国から積出したり，その他の部品を硯地生産したり
する必要が生じたりする。この最後の例として．ォーストラリア政府が車体
にかける輸入税は，事実上，輸入禁止的な性格をもち，同国へは車休は，ほ
とんど輸出されていないことがあげられる。
海外販売に従事するにあたって考慮に入れなければならない非常に多くの
要因が存在する。多様な人種の人々によって構成されている国がある。文明
の程度において，南海の首狩り族のレベルからヨーロッパの最高のレベルに
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いたるまでさまざまである。これらの諸国ではそれぞれの法律，偏見，習
慣， ビジネスのやり方や癖をもっており，自動車を海外に販売したいと望ん
でいる人たちは，そのことを念頭に入れておかなければならない。
おそらく国内販売と海外販売との相進点や弾力的に物をとらえる視点の必
要性は，もしわれわれが1つの例として若干の輸出機能を利用すれば， もう
少しよく理解できよう。海外市場に販売の手をひろげた時に生じる広告活動
やそれに含まれる諸々のことについて想起してごらんなさい。
国内市場では，広告部長は同じ言葉を用いて，同じ習慣や考え方をする人
々にアピールする。そのような人達に対しては広告部長は，万人が快適にな
るような広範な広告キャンペーンを企画することができる。彼の宣伝文句や
展示広告は，一般的に受け入れられ，理解されるだろう。また彼の用いる写
真は，すべての人達に同じ訴求効果をもつだろう。なぜならば， 1国民とし
てわれわれは同じ観点，同じ伝統そして同じ習慣を持っているからだ。
定期的に受けとられている報告書に加えて，海外販売に影響を及ぼすであ
ろう興味ある記事や地方の状況を示すさまざまな報告書が，各営業所から届
けられる。
これら報告書を徹底的に分析するにはかなりの時間が必要である。この報
告書のある部分は，もっぱら情報的である。また他の部分は，他の情報源か
ら寄せられた同様のデータと比較する場合にのみ，あるいは以前の時期の同
じデータとの比較においてのみ価値をもつ。副社長がこれらの報告書を読ん
だ後は，それは分析のため，そして上に述べたような比較をなす目的で，ス
タッフに引き渡される。
図表比較
報告書を検討し分析するに際しては，図表が非常にひんばんに用いられ
る。報告書は，それが作成された時点での実際の状況やビジネスの傾向を知
るために，念入りに研究される。
最初に示される一連の推論は，合衆国とカナダの全自動車工場の総生産台
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数間に存在する諸関係，全GM工場の生産台数間に存在する関係，合衆国全
工場の輸出台数と全GM工場の輸出台数との関係などである。これらの諸関
係は事業全体の中で， GMの立場を決定するために分析され，研究される。
もしGMの生産台数が合衆国全体の総生産台数のなかで大きな割合を占めて
いるならば，わが社の輸出台数の割合は上昇傾向を示すべきであると期待す
る合理的理由がある。逆に，全体の自動車が上昇しているのに， GMのシェ
アが低下を示しているならば，その時の論理的帰結は， GMの組織に何らか
の欠陥があるということだ。
各月の総販売台数は，以前の月の販売実績と比較して示される。また，こ
れらの販売がどのようにして，車種系列別に分類されたかも示される。もし
われわれの車種系列の1つが，たまたま例外的に，何らかの特定のゾーンで
人気を得たならば，その車種系列を担当しているセールスマンは，その系列
に追従するのに抵抗せず，むしろ他の車種系列を排除するまで，その系列の
車をプッシュする傾向にある。
それぞれの車種系列が輸出販売の割り当てを受けるかどうかを決定する標
準的尺度は，その車の生産が会社全体の生産台数に占める割合である。これ
は，当初， ピッタリする基準がないために恣意的に決められたものである。
ところが時が経つにつれて，そしてわれわれの経験がより広範囲な時期をカ
バーするにつれて，最初の尺度をしだいに修正させるような諸要因が入って
くる。その要因の1つの例は，ロンドンとコペンハーゲンにおけるシボレー
組立工場の設立である。これらの工場は，車を部品として船積みし，コスト
と輸入税を削減することを可能にした。
その他の一連の図表は，販売台数と給与支払簿に記載されている従業員数
との関係，総売上高，利潤率，さらに投資利益率を示している。これらの項
目に関する分析は，国内の企業に適用されている通常の方法とほとんどまっ
たく変わらない。しかしながら，その土地土地の状況が，これらに対してあ
る程度，影善を与えることはいうまでもない。そのパーセンテージが普通ど
れほどのものであるかは，ほとんど経験によって決定されてきた。
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これらのグラフや図表は，急に間違った方向に折れ曲がらないように，注
意深く監視されている。何らかの事情でグラフの変化が急激である場合に
は，経営スタッフのうちから誰かが，徹底分析をし，そのウィーク・ボイン
トの修正策をとるように任命されるであろう。時には，多くの要因の傾向を
示している他のいくつかのグラフと比較検討することによって，変化の原因
が発見されるだろう。また他の場合には問題ははるかにむずかしく，現地の
状況を仔細に分析するために，遠方の市場にまで出かけていくことさえ必要
であろう。その際には，職能組織図に明記されているように，普段はその担
当者によって遂行されている職務は，他の経営スタッフが肩代わりする。任
命された担当者は必要な期間だけ現場に行って，解決にあたる。
輸出事業の歴史
総体的に自動車事業の歴史の洩さ，とりわけ輸出分野の歴史の洩さは，必
然的に，多くの意思決定がなされる背景を制約する。そして職務の進捗状況
が測定される一連の尺度を，多少なりとも変更させる。
1909年，合衆国の全自動車工場の輸出総額はわずかに700万ドルにすぎな
かった。 1913年末になっても，ょうやく 2,500万ドルそこそこに達したにす
ぎない。 その後，とりわけ第2次世界大戦のせいで， 輸出額は急上昇し，
1916年には 1億2,000万ドル，そして1920年にはほぽ3偉ドルにまで増加し
た。その後，合衆国でも1921年に影響を受けた不況が世界中にひろがり，同
年の自動車輸出総額に反映した。すなわち合衆国とカナダの全自動車工場か
らの輸出額はたったの8,200万ドルにまで落ち込んでしまったのである。
1922年には少し上昇して 1億ドル近くになり，昨年には2億2,000万ドルを
突破した。
たかだか15年の歴史しかもたないわれわれの自動車輸出の経験は，将来を
占うにあたって用いられる背景としては，余り価値がないようにみえる。最
初の5年間は，われわれに何にも示唆していないに等しい。というのは，そ
の間の販売額は，今日のそれに比較して余りにも小さすぎるからである。次
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の8年間も余り価値がない。なぜならば，その期間は第2次世界大戦の影響
を受けていたからだ。そして今日存在している状況を何1つ示すものはな
い。わずかに最後の数年間のグラフだけが通常の状態に近い。そのグラフの
上昇カープは，たしかに着実とはいえなかったが，現在の兆侯は世界中に繁
栄の時期が近づいていることを，非常に明確に暗示しているようにみえる。
GMの子会社によって製造された自動車用付属品の海外販売とサービス
は，海外自動車サービス会社 (OverseasMotor Service Corporation)を
通じて扱われている。
合衆国，カナダ，イギリス諸島（スカンジナダィアと北欧諸国におけるシ
ボレー車の販売を除く）以外の国々への全GM車（乗用車ならびに商用車）
の販売は， GM輸出会社 (G.M. Export Company)として知られている
会社を通じて実施されている。
GM輸出会社の事業は6販売部門ーーヨーロッパ，アフリカ，ォーストラ
レーシァ，極東，南アメリカおよびカリプー一米：分割されている。同社はま
た世界の16都市に支店をもち， 126カ国に卸売業者を有している。これらの
支店とそれが担当している地域は，次のとおりである。
〔ヨーロッパ販売部門）
パリ支店：オランダ，フランス，ベルギー，スイス，サルディニア，コル
シカ，マルタ，イタリー
マドリード支店：スペイン，カナリー諸島，ボルトガル，アゾレス，マデ
ーラ，バレアリック諸島，チュニス，スペイン領モロッコ，フランス
領モロッコ，ジプラルタル， トリボリ
コンスタンチノープル支店：ユーゴスラビア， ブルガリア， Jレー マニア，
ギリシア，シリア，アジア・トルコ， ヨーロッパ・トルコ，南ヨーロ
ッパ・ロシア，パレスチナ，エジプト，アングロ・エジプト・スーダ
ン，アラビア，クリート，キプロス
コペンハーゲン支店：アイスランド， ノルウェー，スウェーデン，デンマ
ーク，北ヨーロッパ・ロシア，．フィンランド，ボーランド，エストニ
GM輸出会社について（井上） (363)41 
ア， ラトビア， リトアニア， ドイツ，ォーストリー，ハンガリー， チ
ェコスロバキア
〔アフリカ販売部門〕
ヨハネスプ）レク支店：南アフリカ連邦， ローデシア，ベキュアナランド，
ベキュアナランド保護領，ニアサランド，ボルトガル領東アフリカ，
アンゴラ，南西アフリカ，ベルギ一領コンゴ， タンザニイカ領，ケニ
ア植民地， ウガンダ保護領，マダガスカル，マウリティアス， リュー
ニオン，ザンジバル， リオ・デ・オロ，モーリタリア，セネガル，ボ
）レトガル領ギニア， フランス領ギニア， リベリア，象牙海岸，ダホミ
，ー カメルーン，スペイン領ギニア，ガボン，ガビンダ， フランス領
西アフリカ，南スーダン，ケープ・バード群島，その他南大西洋岸の
アフリカ西海岸諸島
〔オーストラレーシア販売部門J
シドニー支店：ニューサウス・ウェールス， クイーンスランド，英国領ニ
ューギニア， ソロモン諸島， ニュー・ヘブライド，ロイヤルティ諸島，
ニュー・カレドニア，グアム
メルボルン支店：ヴィクトリア，南ォーストラリア，西ォーストラリア，
クスマニア
ウェリントン支店：ニュージーランド，フイジー，サモア， フレンドリー
諸島， ソシエテ群島， タヒチ， クック諸島，サンタクルース諸島
〔桓東販売部門〕
上海支店：日本，中国，朝鮮，台湾，満州， シベリア
マニラ支店：フィリピン諸島，ホンコン，フランス領ィンドシナ
ソエラバイア支店：ボルネオ，オランダ領東インド，マレー連邦，シャム，
セレベス，オランタ惰貝ニューギニア
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カルカック支店：デリー， ビハール，オリッサ，ベンガル，アッサム，ビ
ルマ，マイソーア， トラヴァンコール，マドラス，中央インド
ボンベイ支店：アデン，メソボタミア，ペルシア，アフガニスクン，バル
チスクン，パンジャプ（デリーを除く），ボンベイ，ハイデラバッド，
ラーズプクナ，カシミール，セイロン，英国領‘ノマリーランド，イク
リー領ソマリーランド，フランス領ソマリーランド，ェリト＇リア，ァ
ビッシニア
〔南アメリカ販売部門〕
プエノスアイレス支店：アルゼンチン，チリ，パラグワイ，ウルグアイ，
フォークランド諸島，ベル，ボリビア，ェクアドル
サンパウロ支店：プラジル
〔カリブ販売部門〕：バミューダ， イギリス領ギアナ， ヴァージン諸島，
コロンビア，コスクリカ，ニューファンドランド，ニカラグア，セン
ト・キット，セント・ヴィンセント，ホンデュラス，イギリス領ホン
デュラス，バハマ諸島，バルバドス，グラナダ，グアテマラ， ドミニ
ヵ，ハイチ，フランス領ギアナ，オランダ領ギアナ，ァンティグア，
キューバ，フランス領西ィンド諸島， ドミニカ共和国，パナマ， トリ
ニダード，キュラソー， リーワード諸島，セント・ルシア，ジャマイ
ヵ，サルバドル，ペネズエラ，プエルト・リコ
ホノルル支店：ハワイ諸島
メキシコ・シティ支店：メキシコ
輸出活動全体に関する管理統制は，世界中で条件が異なる非常に多くの要
因が存在するという事実のゆえに，とくに困難である。オフィスにおいて，
この管理統制の職能がどのように処理されるかに関する 1つの考えは，輸出
組織内で様々な事項についての管轄ラインを示す組織図を研究することによ
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って得られるだろう。輸出担当副社長は，それが永久的なものであるか一時
的なものであるかにかかわらず，さまざまな職能を担当している個人的なア
シスクント・スタッフをかかえている。従来一定の仕事をしていたある人間
に，世界の他の地域の調査や特別な研究をさせる必要が生じた場合には，組
織図に則って，その人の仕事を他の人に振り向けることができる。またさら
に，他の組織から移ってきた人が，組織図に従って，比較的容易に職能に対
して権限をもつことも可能になる。
実際の統制は，各国の子会社から本社の副社長のもとに寄せられてくる多
くの報告書に基づいた指令によって実施される。子会社は利益，売上高，投
資利益率の分析を示す詳細な報告書と同じような資産，負債，準備金，収
益，在庫などの状況や内容を示した完全な月例報告書を本社に送ってくる。
別の部門からは他のリポートー一例えば車種系列別の月産台数や各種の輸
出組織にふり向けられる割合などを示している一ーが届けられる。その後，
ワシントンの商務省が乗用車と商用車に分類された自動車の総輸出台数，受
け入れ国の自動車総数などを月例報告として発表する。
しかしながら，副社長が海外市場への広告キャンペーンを始めるや否や，
彼にトラプルが襲いかかる。広告用小冊子はすべて現代用語に翻訳されなけ
ればならない。そうしなければ，多くの国々では使用するのにふさわしくな
いのである。「適切」なる言葉に関する考え方は大いに異なっている。 国内
取引にはきわめて適切な用語も翻訳された場合， 「陳腐」であるばかりか，
実際には， 「不快」だとみなされる場合もある。 ある国では通常の話題であ
るが，合衆国の上流社会では人の口にのぼらない，といった多くの問題もあ
る。逆の場合もまた真である。われわれにとってはマンネリ化していて不感
症になり，相手を不快にさせるものではなかったが，多くの国々ではわれわ
れの努力を台無しにすることがある。というのは，その国の人々は，いくつ
かの点で，われわれよりも感受性が強いからである。
普遍的な使用に耐えうるような適切な「広告」を作成する広告部長の困難
さを想起してごらんなさい。新聞が，かなり規格統一されたサイズで，しか
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も普通の言葉で印刷されている合衆国では，宣伝広告にあたっての準備は，
世界中を相手に作成することに比べれば簡単である。多くの国々の日刊紙
は，わが国の日曜紙の1つにみられるのと同様に，フィクションが満載され
ていて，平掏的なアメリカの広告用紙としては役に立たない。
中国では広告媒体は日刊紙と週刊新聞に限定されている。というのも『サ
ンデー・イプニング・ポスト』や『リテラリー・ダイジェスト』のような雑
誌がないからである。同国では「チョップ」 (Chop,厳密には同じものでは
ないが，合衆国の trademarkによく似た一種の「商標」）に対する信頼が
強い。特定の「商標」を信頼することを学んできた中国人たちは，その「商
標」名のついた商品—それが自動車であると反物であるとを問わず一ーを
欲しがる。そして雄弁なセールスマンが未知の「商標」の商品を代わりに提
供しようと試みてもムダなのである。パブリシティという観点からのこの教
訓は，広告の本当に重要な役割は「チョップ・マーク」ということなのだ。
さらに広告でより頻繁に利用され，非常に効果をあげている接近法があ
る。それは写真を使用することである。一見したところ，写真は普逼的な広
告媒体であるかのようにみえる。しかし，なぜ写真が異なった国の異なった
人種のなかで，望ましい訴求効果をあげるために変えられなければならない
のかについては，いくつかの理由がある。
合衆国の広告写真
ここ合衆国において， 自動車広告のお気に入りの写真は， 「美の愛」を訴
えることである。つまり，美しい背景と美しい車，美しい車のなかの美しい
女性である。自動車自体は安物かもしれない。しかし，諸君はその写真から
はそのような印象を受けない。諸君は背景，車ならびに婦人の組合わせから
美に関する複合的な印象を感じるのである。合象国の大衆には大いに効果を
発揮するかもしれない写真も，どこか外国の特定の地域で用いられたなら
ば，逆効果になる恐れがある。諸君がトラックを販売することができない世
界のそれらの地域では，その写真は何らアピールする力を持たないだろう。
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というのは，そういうところでは妻たちは安く，そして能率そのものである
からだ。
文明の進んだ国々でも，その写真は望ましい効果をあげるのに失敗するか
もしれない。なぜならば，美を構成しているものについての考えが多様であ
るからだ。美に関する鑑定人として肥ったものを好む国々では，居住空間の
ゆったりした自動車に乗った，ホッソリしたアメリカ娘は，パック。シート
を1人で占拠し，しかも横にはみ出している婦人の写真よりも魅力的でない
場合もあるのだ。
輸出部門の組織
海外自動車販売に関する事業活動のすぺては，輸出担当副社長の管理下に
ある。彼は 4 つの子会社—~その各々は，本社の副社長に直接報告する義務
を負っているゼネラル・マネジャーの指揮下にある＿を通じて海外販売に
従事している。
イギリス，アイルランド，スコットランドならびにウェールズにおける輸
出事業は， G.M.Ltd. として知られている子会社一一同社はロンドンのシ
ボレー組立工場を経営し，そしてプリティッシュ諸島内ではGM車すべてを
販売している一ーによって扱われている。同社はまた， GM・オプ・アイル
ランド Ltd. ――ーアイルランドでの販売担当—ーと呼ばれる子会社を傘下に
有している。
コペンハーゲンには， GM ・インクーナショナル A/S—ースカンジナヴィ
ア諸国や北欧のために全シボレー車の販売と組立てを扱っている一ーによっ
て運営されているシポレー組立工場も存在する。しかし，これらのテリトリ
ーにおいて，シポレー以外の他のGM車は， GM輸出会社が一手に取り仕切
っている。
(1988.1.5) 
